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研究成果の概要（和文）： 
 日本の考古学において、縄文時代の農耕の存否問題は古くから議論され、今でも論争中の課題

である。この混乱の根底には、確実な栽培植物が存在しなかったという研究上の制約があった。

我々は、この問題を解決するために、土器中に残る植物種子や昆虫の痕跡（土器圧痕）を検出す

ることで解決しようと考えた。研究期間内に、日本列島の縄文時代～弥生時代171 遺跡、海外の

新石器時代9 遺跡において圧痕調査（約400,000 点の土器）を実施し、多種・多様な栽培植物種

子や貯蔵食物害虫（総数552点）を検出した。また、圧痕法の学問的定立のための方法論的整備

を行った。その結果、まだ問題点は残るものの、縄文時代の栽培植物の実態と問題点を明らかに

することができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In Japanese archaeological studies it has been controversial for about one century that 
agriculture existed in Jomon Society. No reliable botanical remains which demonstrate 
the existence of plant domestication in Jomon Period has made the issue unsolved. To solve 
the problem we employed “Replication-SEM Method” for searching the correct 
domestications from Jomon and Early Yayoi Pottery. And we have an additional plan to 
establish the logical and methodological standpoint of the method in the 
botani-archaeological study. 
During our study time we have examined about 400,000 pieces of potsherds from 171 Jomon 

and Yayoi sites in Japan and 9 Neolithic sites in neighboring countries and discovered 
552 seeds and insect impressions. Based on these evidences we have obtained more useful 
and correct information on the Jomon cultigens than previously have been thought. 
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研究分野：考古学 
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１．研究開始当初の背景 
 日本における農耕の起源については、20
世紀初頭より学会の関心事であり、とくに縄
文時代の農耕の存否は現在でも議論の中に
ある。日本列島の縄文農耕論には、中部地方
や関東地方を中心としたクリ・ドングリ・ワ
ラビなどを対象とした焼畑農耕（縄文中期農
耕論）と中部九州の火山灰台地を中心とした
アワなどの雑穀栽培（縄文後・晩期農耕論）
の二種があり、これらは現在でも学界の重要
テーマとして論争が続けられている。しかし、
いずれの農耕論も石器組成や遺跡立地など
の状況証拠のみで、「農耕」の存在を証明す
る決定的な証拠＝栽培作物がほとんど検出
されないという問題点を内包していた。 

このような中、最近の植物考古学的研究の

新たな展開として、申請者らが実施している

土器圧痕のレプリカ・セム法による植物化石

の研究がある。本研究法はこれまで数点の

「モミ圧痕土器」のみに適用されてきたが、

2003 年より山崎純男が多量の土器片を調査

する方法（悉皆調査）を採用してから、イネ

以外にオオムギ・アワ・ヒエ・ダイズ・アズ

キ・ゴボウ・エゴマ・ハトムギなどの縄文時

代後・晩期の栽培植物が九州地方でおよそ 40

例、さらに穀物の貯蔵を間接的に示すコクゾ

ウムシが 20 例ほど確認されるなど、大きな

成果を挙げている。これは 1930 年代に「縄

文後期・晩期農耕論」が提唱されて以来発見

されてきた実際の穀物類（炭化種子）の 10

倍の数に上り、しかもそれらは後世の混入・

汚染のない土器製作当時の生体そのもので

ある。最近では、縄文時代のダイズが同定さ

れ、炭化種子で想定されていたダイズの栽培

化の年代が 2500 年も遡ること、形態的に日

本独自の品種である可能性が明らかになる

など、新発見が相次いでいる。これらは山崎

の研究手法（土器片の悉皆調査）が開始され

てからわずか 4年余りで得られた成果であり、

60 年間学界が追い求めてきた栽培植物の実

態が短期間に急速に明らかになりつつあっ

た。しかし、我々が研究を開始する以前には、

全国的な調査はまだ実施されていなかった。 
 
２．研究の目的 
研究の目的と課題は、土器中に残る植物種

子や昆虫の痕跡（土器圧痕）をレプリカ・セ

ム法（圧痕にシリコーンゴムを注入し、それ

を電子顕微鏡で観察・同定する）を用いて、

課題①：これまで混沌としていた縄文時代～

弥生時代前期の栽培関連資料を確実なもの

とする、課題②：圧痕法の研究法としての問

題点を抽出し、学問的基盤を確立するという

2 点である。 

後者の課題②に関しては、圧痕法自体の化

学的有効性の検証のために、本手法が科学的

にどのような意味をもつのかという点を明

確にするという意味である。つまり、本手法

で検出された植物遺体が当時の栽培穀物全

体を示すのか（収穫時期の季節性の有無・人

為的 or 偶然に入ったのか）、圧痕特有の同定

法はどのようなものか、他の各種資料（プラ

ントオパール・花粉・大型植物遺存体）分析

法と比べて、科学的方法としてどのような長

点・短点・限界性があるのか、を明らかにす

ることである。 

 
３．研究の方法 
この研究方法が、科学的実証性をもち、し

かも研究効果が迅速であることはこれまで

の成果から明らかである。それは、九州地方

以外で初めての山梨県におけるコクゾウム

シ（2800 年前）の発見、縄文中期のダイズ

（5000 年前）の発見など、レプリカ・セム法

が山梨県の資料に適用されて、1 年後に現れ

た成果であり、本手法は一旦適用されれば他

の地域でも大きな成果が見込まれ、既存の学

説を覆す可能性があった。よって、確実な縄

文時代の栽培植物を把握するために、次の展

開として、資料調査を全国・周辺諸国へ拡大

する。今回は、最低限でも全国的な栽培植物

の傾向性を把握することを目標とした。具体

的には各地の協力者や分担者に遺跡を選定

してもらい、それぞれの地域で圧痕の調査を

行った。また、比較資料として、ロシア沿海

州や韓国の新石器時代遺跡の調査も実施し

た。 

 課題②を解決するために、すでに植物性植

物が出土している遺跡（低湿地遺跡の植物遺

存体および乾燥地遺跡の炭化種子）において、

圧痕の調査を行い、出土資料の質や量の比較

を行った。また、圧痕資料の定量化のために、

調査時に計量・計数を行い、土器重量と破片



数の関係を模索した。さらに、圧痕検出率の

正確性を期するために、熟練者と初心者との

圧痕の質と量の差を実験的に把握した。 

 さらに、X線 CT を用いて、圧痕検出を実施

し、異なる手法による資料化と活用について

も模索した。 

 
４．研究成果 
研究期間内に、日本列島の縄文時代～弥生

時代171 遺跡、海外の新石器時代9 遺跡にお
いて圧痕調査（約400,000 点の土器）を実施
し、多種・多様な栽培植物種子や貯蔵食物害
虫（総数552点）を検出した。その結果、課題
①に関しては、以下のような成果を得た。 
①これまで弥生時代以降と考えられてきた

アズキ・ダイズ栽培の起源地が縄文時代前期
の中部・西関東地方にあり、時間の経過とと
もに全国に拡散していくことを立証した（文
献14）。 

②本州地域における大陸系穀物（アワ・キ
ビ・イネ・オオムギ・コムギ）の伝播時期が
弥生時代早期の突帯文土器段階を遡らない傾
向があることを明らかにした（中沢2011）。
ただし、イネについてはまだ後期末に遡る可
能性がある（文献5）。 
③琉球列島において初めてイネやキビなど

の大陸系穀物圧痕を検出し、その伝播時期が
10 世紀前後であることを明らかにした（文献
3）。 
④鹿児島県西之表市三本松遺跡において、

世界最古の貯蔵食物害虫コクゾウムシを発見
し、それらがイネ栽培とは関連性がないこと
を解明した（文献6）。 

 
＜世界最古の家屋害虫の発見＞ 

 
⑤朝鮮半島における最古の穀物資料（キビ

圧痕）を発見し、東アジアにおいてキビやア
ワなどの雑穀栽培がこれまで考えられていた
より早い拡散状況を示すことを解明した（文
献2）。 
 

＜新たな発見＞ 
  

課題②に関しては、他の低湿地出土の植物
遺体や炭化種子とは異なる、圧痕特有の植
物・昆虫組成が認められ、資料学としての意
味づけが必要である。また圧痕率の性格な把
握のための調査にあたっての留意事項など
の予備的な方法論を提示した（学会発表 5） 
 さらに、圧痕の３D 化に関して、レプリカ
法に限らず、X線 CT やマイクロスコープなど
を活用する方法を開発した。この方法を用い
て、土器表面には現れない潜在圧痕を検出す
ることができた。これは今後、「なぜ土器中
に種子や昆虫が入るのか」という、圧痕形成
のメカニズム、製作者の意図や環境を知る上
で貴重なデータとなった。 

＜圧痕検出の様々な方法の開発＞ 
 

また、X線 CT による３Dデータは、種同定
のみならず、Movie 画像や３D 像、またはク
リスタルへの画像焼き込みなどによって、よ
り可視的な効果をもたらし、展示物などへの
応用が可能であることを、実践的に証明した。 

＜発見された土器中の潜在圧痕＞ 
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